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アクアマリンパークファウンデーション

＜設立＞ 2020年9月

＜目的＞

・アクアマリンパークの清掃活動

・海ごみに関する環境教育

＜会員数＞ 30名

2021年より海プラごみに関する環境教育事業として「海神ネプチューン大学」を開始
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海神ネプチューン大学

海のプラスチックごみ問題について

よくないことが起きている
なんとなく

ではなく・・・

今、地球上でなにが起きて
いるのか を知り、

自分たちがどうすればよい
のか を考えてほしい

特に 大
人
親子を対象にし、
海岸でのごみ拾い（実践）と
海ごみに関する解説（学習）
を実施



2023年度の活動

ネプ大前期（全3回）・後期（全3回）

ネプ大工作部（2回セット 3回）

ネプ運動会
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2023年度の活動

ネプ大前期（全3回）・後期（全3回）

海岸清掃＋海のプラごみに関する解説
1. 海の生きものとプラスチックごみ
2. 川から流れてくるごみ
3. いわき市リサイクルプラザクリンピーの家見学

1. 増えるマイクロプラスチック
2. 未来のプラスチック 生分解性プラスチック
3. プラスチックに苦しめられる生きもの〜フロリダの話〜



ネプ大工作部（2回セット 3回）

海岸清掃＋拾ったプラごみを使った工作

2023年度の活動

1. 海ごみアクセサリーを作ろう
2. 海ごみフォトフレームに挑戦
3. 海プラポスターで海ごみゼロ！



ネプ運動会

海岸清掃＋ごみ拾いゲーム

2023年度の活動

1. プラごみバケツリレー
2. プラごみビンゴ
3. プラごみ玉入れ競争
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• 親子とも満足度が高い
子ども ごみ拾いが楽しい

みんなで活動するのが楽しい
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課題と今後

• リピート率が高い＝同じ話では飽きてしまう
→外部の講師を招聘

ネプ大後期第2回：未来のプラスチック
生分解性プラスチック

講師：小松道男さん（小松技術士事務所）

ネプ大工作教室

講師：正木里奈さん（Better Days）
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課題と今後

• お手伝いいただくボランティアの活躍を
→ただのごみ拾いで終わらせたくない

学生が作るプログラム
チューターのような役割を担ってもらう？

海ごみの活動を通して、身近な自然環境
を見つめ、自ら動ける人を増やしていき

たい


